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□
本
號
口
繪
は
信
州
青
末
湖
絆

の
丘
陵
よ
り
見
た

る
秋
景
に
し
て
、原
圖
は
ワ
ツ
ト

マ
ン
四
ッ
切
大
、

正
午
頃
よ
り

三
時
間
程
の
寫
生

に
御
座
候
、
別
項

『秋
の
た
び
』御
參

照
あ
り
た
く
候

□
圖

案
法
概
要
は
著
者
多
用
の
た
め

一
二
回
休
載

致
す
べ
く
候

□
臨
時
増
刊
『
尾
瀬
沼
』
は
來

る
十
八
日
を
以
て
發

行
す
べ
く
繪
畫

は
石
版
四
五
葉
、
木
版
數
個
を
挿

入
致
す
べ
く
候

□
本
號
に
て
前
金
切
に
相
成
候
御
方
は
十
五
日
頃

迄
に
御
拂
込
下
さ
れ
た
く
候
、
な
ほ
、
前
號
に
も

申
上
置
候
通

り
、
本
誌
は
時

に
よ
り
發

行
日

五
六

日
前
に
發
送
致
候
事
有
之
候
間
、
前
金
御
拂

込
は

可
成
御
早
く
御
願

申
上
候

□
前
金
切
の
せ

つ
は
、
袋
紙
に
『
切
』
と
朱
書

致
置

候
、
御
懇
意
の
間
抦

の
ほ
か
は
次
號

の
發
送

を
差

控
候
間
御
注
意
下
さ
れ
た
く
願
上
候

□
本
誌
第

一
よ
り
十
迄
及
十
七
十
八
二
十
を
除
き

他
は
少

々
殘
本
有
之
候
、
十
部
以
上

一
時

に
御
入

用

の
方

へ
は

一
部
送
料
共
金
拾
錢

の
割
に
て
御
注

文
に
應
す
べ
く
候
但
三
十
九
號
以
下
は
定
價

通
り

申
受
侯
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

□
本
誌
特
別
讀
者
は
臨
時
増
刊
號
分
と
し
て

『
み

づ
ゑ
』

一
冊
の
代
償
を
御
序
の
せ
つ
御
拂
込
置
下

さ
れ
た
く
候

　
　
　
　
奈
良
振
美
會

同
會

に
て
は
今
回
水
彩
畫

講
習
部
を
設
け
ら
れ
た

り
、
規
則
の
大
要
左
の
如
し

○
學
科
は
墨
繪

、
パ
ス
テ
ル
、
水
彩
畫
及
講
話
○

授
業
日
は
毎
週
土
曜
日
午
後
、
日
曜
日
午
前

三
時

間
宛
修
業
年
限
は

二
ヶ
年
○
記
名
料

五
十
錢

、
授

業
料
八
十
錢

但
學
校
長
の
證
明
を
有
す
る
學
生
は

授
業
料
半
減
○

地
方
講
習
生

の
爲
め
の
寄
宿
料
は

凡
そ

一
日
十
八
錢
内
外
但
自
炊

せ
ん
と
す
る
も
の

は
會
費

一
ヶ
月
八
十
錢
を
要
す
○
講
師
は
都
鳥
英

喜

(
毎
月

一
回
出
張
)
松
原
三
五
郎
(時

々
出
張

)

久
保
田
安
太
郎
、
奥
山
位
重
諸
氏
、
以
上

規
則
書
を
要
す
る
人
は
奈
良
市
東

寺
林
町
奈
良
振

美
會
繪
畫

講
習
所

へ
宛
て
申
込
ま
る
べ
し

な
ほ
、
同
會
主
任
島
津
氏
は

、
奈
良
に
寫
生
の
た

め
來
遊
さ
る
ゝ
學
生
の
爲
め
に
、
極
め
て
低
廉
の

費
用
を
以
て
同
會
寄
宿
部
に
宿
泊
せ
し
む
べ
し
と

の
事
な
れ
ば
同
地

に
ゆ
か
る

ゝ
人
は
、
タ
ト

ヱ
寄

宿
せ
ざ
る
迄
も
、
宿
泊
所
其
他
同
氏
に
御
相
談
あ

れ
ば
極
め
て
便
宜
多
か
る
べ
し

　
　
　
　
近

事

△
日
本
水
彩
畫
會
九
月
例
會
は
仝
月
二
十
七
日
研

究
所
に
於
て
開
か
れ
た
り
午
前
は
大
下
氏
の

『自

然
の
約
束
』
と
い

へ
る
講
話
に
次

て
眞
野
氏
の
透

視
畫

法
講
義
『
水
に
映
れ
る
影
』
あ
り
、
午
後
よ
り

研
究
生
の
出
品
畫

に
對
し
て
河
合
、
石
井
、大
下
三

氏
の
批
評
あ
り
、
終

つ
て
互
選
の
結
果

一
等
赤
城

泰
舒

氏
、
二
等
鈴
木
錠
吉
氏
、三
等
望
月
省
三
氏
當

選
せ
り
、
夏
期
休
暇
中

の
作
品
を
出
さ
れ
し
た
め

陳
列
の
水
彩
畫

三
百
七
十
點
、
何
れ
も
汗
を
流
し

て
熱

心
寫
生
せ
し
も
の

ゝ
み
な
り
し
、
茶
話
會

の

席
に
て
は
石
井
氏

の
大
幅
の
戸
外
寫
生
に
つ
い
て

の
所
感
と
い

へ
る
お
話
あ
り
て
薄
暮
散
會
し

た
り

△
同
研
究
所
秋
期
寫
生
會
は
本
月
中
旬
開
催
さ
る

べ
く
場
處
は
多
分
相
摸
川
上
流
に
し
て
徃
復

三
日

間

の
豫
定
な
り
と

△
松
原
三
五
郎
氏
主
催
者
と
な
り
て
本
月
二
十

五
日

よ
り
大
阪
に
於
て
洋
畫
展
覽

會
あ
り
、
東
京
諸
大
家

の
出
品
も
多
數

あ
る
べ
し
と
　
　


